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　公益社団法人泉南市シルバー人材センター第12回定時総会を去る令和4年6月9日（木）に泉南市総合福祉
センター「あいぴあ泉南」において開催いたしました。
　本年は、新型コロナウイルス感染症に伴う蔓延防止等重点措置などの行動制限は解除されましたが、会員
の皆様の安全を鑑みて、昨年に引き続き規模を縮小し感染対策に配慮した形での実施となりました。当日は
会員424名のうち、会場出席者26名、委任状出席者327名、合計353名の出席となりました。
　山内洋理事長より関係諸機関及び発注者の皆様へのお礼と今後の抱負をかねてあいさつをいたしました。
山内洋理事長のあいさつ、祝電の披露のあと議事に入りました。

全案件は、以下の通りです。
　第 1 号議案　　令和 3 度事業報告について
　第 2 号議案　　令和 3 年度収支決算報告について
　　　　　　　　　　　　　監査報告について
　第 3 号議案　　役員の選任について

　第 1 号報告　　令和4年度事業計画について
　第 2 号報告　　令和4年度収支予算書について
　第 3 号報告　　資金調達及び設備投資の見込みに
　　　　　　　　ついて

　議長に丸山邦明副理事長を選任し、役員の選任
については、新理事に山本タエ子氏、常務理事に
４月より事務局長に就任されました根耒博和氏が
選任されました。また、新監事に市道洋子氏が選
任されました。退任理事・監事につきましては、
中野道子常務理事、山上公也理事、山瀬伊佐男監
事が本総会をもって退任されました。
　続きまして、付議された議案に対して、全会一
致で承認及び可決されました。

泉南市長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山本優真　氏
泉南市市議会議長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田畑　仁　氏
大阪労働局職業安定部長　　　　　　　　　　　　　　　　小橋荘次　氏
大阪府商工労働部労働政策監　　　　　　　　　　　　　　大門孝治　氏
公益社団法人大阪府シルバー人材センター協議会会長　　　松山繁樹　氏
　

祝電披露

第12回 定時総会開催第12回 定時総会開催令和4年度
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こ
の
た
び
、
４
月
１
日
付
け
で

事
務
局
長
を
拝
命
い
た
だ
き
ま

し
た
根
耒
博
和
で
ご
ざ
い
ま

す
。
前
事
務
局
長
同
様
に
ど
う

ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
み
、
泉
南
市
の
高

齢
化
率
も
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
も
会
員
の
高
齢
化
が
進
み
会
員
の
減

少
が
進
ん
で
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
高
齢
者
施
策
を
講
じ

る
こ
と
が
非
常
に
重
要
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
時
期
に
、
中
野
事
務
局
長
か
ら
引
き
継
ぐ
こ

と
に
な
り
、
責
務
の
大
き
さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
諸
先
輩
方
の
実

績
や
功
績
を
、さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
使
命
と
し
、

精
一
杯
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
の
組
織
運
営
を
効
率
的
に
推
進
す

る
た
め
の
専
門
部
会
、
各
委
員
会
、
地
域
活
動
に
も
、

会
員
自
ら
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
超
高
齢
化
社
会
の
現
在
、
当
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は 

益
々
重
要
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
よ
り
一
層
地
域
に
根

ざ
し
た
信
頼
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
に
会
員
の
皆
様
と
共
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

微
力
な
が
ら
、
事
務
局
職
員
と
と
も
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の
ご
指

導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

就
業
挨
拶

新
事
務
局
長

　根
耒

　博
和
　

新　家　班

信　達　班

一　丘　班

砂　川　班

東　　　班

雄　信　班

樽　井　班

鳴　滝　班

西 信 達 班

新 家 東 班

吉　岡　和　夫　　金　本　大　禧
山　下　　　稔

熱　田　隆　司　　柳　楽　威　夫

柿　花　　　修　　早　川　　　修
森　　　大　祐（副委員長）
矢　倉　晴　夫

子　安　勝　美　　佐　伯　エツ子

谷　口　　　忍

向　井　博　道　　北　垣　巖　文
仲　村　　　学（委員長）

隅　田　　　茂　　髙　岡　正　明
和　田　正　臣

岡　本　　　晃　　澤　田　フサコ
三　由　　　稔

市　道　洋　子　　須　田　欣　一
山　本　タエ子

辻　　　雅　昭　　後　藤　市　郎　
山　本　惠　子

班　名 氏　　　　名

地　域　委　員　紹　介

理 事 長

副 理 事 長

常 務 理 事

理 　 　 事

理 　 　 事

理 　 　 事

理 　 　 事

理 　 　 事

理 　 　 事

理 　 　 事

監 　 　 事

監 　 　 事

監 　 　 事

山　内　　　洋

丸　山　邦　明

根　耒　博　和

中　野　善　史

森　　　大　祐

北　垣　巖　文

仲　村　　　学

髙　岡　正　明

山　本　惠　子

山　本　タエ子

西　川　勝　文

市　道　洋　子

川　端　　　豊

班　名 氏　　　　名

役　員　紹　介



令和 4 年 7 月 第62号シルバーせんなん

－ 3 －

 

こ
の
た
び
、
４
月
１
日
付
け
で

事
務
局
長
を
拝
命
い
た
だ
き
ま

し
た
根
耒
博
和
で
ご
ざ
い
ま

す
。
前
事
務
局
長
同
様
に
ど
う

ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
み
、
泉
南
市
の
高

齢
化
率
も
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
も
会
員
の
高
齢
化
が
進
み
会
員
の
減

少
が
進
ん
で
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
高
齢
者
施
策
を
講
じ

る
こ
と
が
非
常
に
重
要
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
時
期
に
、
中
野
事
務
局
長
か
ら
引
き
継
ぐ
こ

と
に
な
り
、
責
務
の
大
き
さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
諸
先
輩
方
の
実

績
や
功
績
を
、さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
使
命
と
し
、

精
一
杯
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
の
組
織
運
営
を
効
率
的
に
推
進
す

る
た
め
の
専
門
部
会
、
各
委
員
会
、
地
域
活
動
に
も
、

会
員
自
ら
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
超
高
齢
化
社
会
の
現
在
、
当
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は 

益
々
重
要
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
よ
り
一
層
地
域
に
根

ざ
し
た
信
頼
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
に
会
員
の
皆
様
と
共
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

微
力
な
が
ら
、
事
務
局
職
員
と
と
も
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の
ご
指

導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

就
業
挨
拶

新
事
務
局
長

　根
耒

　博
和
　

新　家　班

信　達　班

一　丘　班

砂　川　班

東　　　班

雄　信　班

樽　井　班

鳴　滝　班

西 信 達 班

新 家 東 班

吉　岡　和　夫　　金　本　大　禧
山　下　　　稔

熱　田　隆　司　　柳　楽　威　夫

柿　花　　　修　　早　川　　　修
森　　　大　祐（副委員長）
矢　倉　晴　夫

子　安　勝　美　　佐　伯　エツ子

谷　口　　　忍

向　井　博　道　　北　垣　巖　文
仲　村　　　学（委員長）

隅　田　　　茂　　髙　岡　正　明
和　田　正　臣

岡　本　　　晃　　澤　田　フサコ
三　由　　　稔

市　道　洋　子　　須　田　欣　一
山　本　タエ子

辻　　　雅　昭　　後　藤　市　郎　
山　本　惠　子

班　名 氏　　　　名

地　域　委　員　紹　介

理 事 長

副 理 事 長

常 務 理 事

理 　 　 事

理 　 　 事

理 　 　 事

理 　 　 事

理 　 　 事

理 　 　 事

理 　 　 事

監 　 　 事

監 　 　 事

監 　 　 事

山　内　　　洋

丸　山　邦　明

根　耒　博　和

中　野　善　史

森　　　大　祐

北　垣　巖　文

仲　村　　　学

髙　岡　正　明

山　本　惠　子

山　本　タエ子

西　川　勝　文

市　道　洋　子

川　端　　　豊

班　名 氏　　　　名

役　員　紹　介



令和 4 年 7 月 第62号シルバーせんなん

－ 4 －

　
岡
田
浦
漁
港
近
く
の
砂
浜
清
掃
に

行
っ
て
来
ま
し
た
。

　
市
報
で
ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ
の
咲
く
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
場

所
で
し
た
。

　
色
々
な
ゴ
ミ
が
散
乱
し
、
中
で
も

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
が
多
く
細
か
く

割
れ
、
拾
う
の
も
大
変
で
し
た
が
、

天
候
に
も
恵
ま
れ
海
を
眺
め
な
が
ら

気
持
ち
良
く
仕
事
が
出
来
ま
し
た
。

そ
し
て
皆
で
力
を
合
わ
せ
頑
張
れ
ば

こ
ん
な
に
綺
麗
に
な
る
の
だ
と
実
感

い
た
し
ま
し
た
。

　
ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ
（
花
言
葉
：
絆
）

　
　
見
頃
　
5
月
初
旬
〜
6
月
中
旬

　
　
　
一
面
に
咲
い
て
い
る
薄
ピ
ン
ク
の
花

　
　
を
、
友
達
を
誘
っ
て
見
に
行
き
た
い
と

　
　
思
い
ま
す
。

一
丘
班

　中

　谷

　久

　子

会
員
の
ひ
ろ
ば

ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ
の
咲
く

　
　
　
　
　
　
浜
辺
の
清
掃

ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ
の
咲
く

　
　
　
　
　
　
浜
辺
の
清
掃

6日間（延42人）の作業できれいな浜辺になりました

作業前

田尻町

南海
本線

旧
26
号
線

●大阪府
　警察学校

岡田浦漁港

泉南マーブル
　　　ビーチ●

ロングパーク
海のマルシェ
　　　●

ハマヒルガオ
の群生地

イオンモール
りんくう泉南
　　　●

国道
26
号線

樫
井
川
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私
の
仕
事
場
は
、
関
西
空
港
・
広
大
な
海
を

前
に
し
た
ロ
ン
グ
・
パ
ー
ク
一
帯
の
海
岸
付
近

で
す
。
訪
れ
て
来
る
人
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
子

ど
も
と
の
散
歩
、
デ
ー
ト
、
写
真
撮
影
で
一
時

を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
気
持
ち
よ
く
過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

海
岸
に
漂
着
し
た
海
草
類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

カ
ン
・
ビ
ン
、
流
木
等
を
月
に
3
回
程
度
清
掃

し
て
い
ま
す
。
真
冬
は
寒
風
の
中
で
、
真
夏
は

炎
天
下
の
日
陰
な
し
で
の
休
憩
（
昨
年
は
一
時

間
早
出
の
熱
中
症
対
策
実
施
）
な
の
で
体
調
に

気
を
付
け
て
い
ま
す
。

　
海
岸
の
ゴ
ミ
は
、
海
か
ら
押
し
寄
せ
て
来
る

の
で
、
海
が
荒
れ
た
時
は
海
岸
一
帯
に
打
ち
上

げ
ら
れ
、
吹
き
だ
ま
り
に
ゴ
ミ
の
山
が
出
来
ま

す
。
気
温
が
高
い
時
期
に
は
異
臭
が
漂
っ
て
い

ま
す
。
清
掃
し
た
場
所
を
振
り
返
っ
て
見
る
と

「
な
ん
と
美
し
く
な
っ
た
こ
と
か
」
と
自
画
自

賛
し
て
い
ま
す
。

　
屋
外
で
仕
事
し
て
い
る
の
で
、
四
季
の
移
り

変
わ
り
が
伝
わ
っ
て
来
ま
す
。
春
に
は
上
空
か

ら
〝
ひ
ば
り
〞
の
鳴
き
声
、海
辺
で
〝
白
サ
ギ
〞

砂
川
班

　横

　山

　喜
一
郎

マ
ー
ブ
ル
ビ
ー
チ
の
清
掃

マ
ー
ブ
ル
ビ
ー
チ
の
清
掃は

小
魚
が
寄
っ
て
く
る
の
を
じ
っ
と
待
っ
て
る

姿
、
清
掃
跡
へ
小
鳥
が
飛
来
し
て
エ
サ
を
つ
い

ば
ん
で
い
ま
す
。
浜
に
は
〝
ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ
〞

が
所
ど
こ
ろ
に
咲
き
、
「
先
輩
か
ら
、
泉
南
の

砂
浜
に
ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ
が
群
生
し
て
い
た
話
し

を
思
い
出
し
」
、
草
抜
す
る
時
は
特
に
気
を
つ

け
て
い
ま
す
。
い
つ
の
日
か
、
群
生
し
た
ら
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
追
伸

　
　
　
岡
田
浦
漁
港
付
近
に
は
ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ

　
　
が
群
生
し
て
い
ま
す
。見
事
な
も
の
で
す
。

　
大
坂
夏
の
陣
が
は
じ
ま
ろ
う
と
し
て
い

た
頃
、
関
白
豊
臣
秀
次
と
側
室
の
間
に
生

ま
れ
た
お
菊
は
、
豊
臣
方
の
密
使
と
な
っ

て
嫁
入
り
先
の
紀
州
山
口
村
か
ら
大
阪
城

に
向
か
う
途
中
、
泉
南
の
山
で
危
険
を
避

け
る
た
め
髪
を
切
り
落
と
し
て
男
装
し

た
。
そ
の
髪
を
松
の
根
元
に
埋
め
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
山
を「
お
菊
山
」と

呼
ん
で
、
お
菊
を
偲
ぶ
格
好
の
散
策
コ
ー

ス
と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

（
泉
南
観
光
ス
ポ
ッ
ト
集
よ
り
引
用
）

泉南の
観光スポット

お
菊
山

　お
菊
松

（写真提供：新家班中野善史）



令和 4 年 7 月 第62号シルバーせんなん

－ 5 －

　
私
の
仕
事
場
は
、
関
西
空
港
・
広
大
な
海
を

前
に
し
た
ロ
ン
グ
・
パ
ー
ク
一
帯
の
海
岸
付
近

で
す
。
訪
れ
て
来
る
人
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
子

ど
も
と
の
散
歩
、
デ
ー
ト
、
写
真
撮
影
で
一
時

を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
気
持
ち
よ
く
過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

海
岸
に
漂
着
し
た
海
草
類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

カ
ン
・
ビ
ン
、
流
木
等
を
月
に
3
回
程
度
清
掃

し
て
い
ま
す
。
真
冬
は
寒
風
の
中
で
、
真
夏
は

炎
天
下
の
日
陰
な
し
で
の
休
憩
（
昨
年
は
一
時

間
早
出
の
熱
中
症
対
策
実
施
）
な
の
で
体
調
に

気
を
付
け
て
い
ま
す
。

　
海
岸
の
ゴ
ミ
は
、
海
か
ら
押
し
寄
せ
て
来
る

の
で
、
海
が
荒
れ
た
時
は
海
岸
一
帯
に
打
ち
上

げ
ら
れ
、
吹
き
だ
ま
り
に
ゴ
ミ
の
山
が
出
来
ま

す
。
気
温
が
高
い
時
期
に
は
異
臭
が
漂
っ
て
い

ま
す
。
清
掃
し
た
場
所
を
振
り
返
っ
て
見
る
と

「
な
ん
と
美
し
く
な
っ
た
こ
と
か
」
と
自
画
自

賛
し
て
い
ま
す
。

　
屋
外
で
仕
事
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の
で
、
四
季
の
移
り
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上
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サ
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〞

砂
川
班

　横

　山

　喜
一
郎

マ
ー
ブ
ル
ビ
ー
チ
の
清
掃

マ
ー
ブ
ル
ビ
ー
チ
の
清
掃は

小
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の
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る
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い
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オ
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の
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な
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追
伸

　
　
　
岡
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マ
ヒ
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が
群
生
し
て
い
ま
す
。見
事
な
も
の
で
す
。
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菊
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落
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。
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菊
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菊
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。

（
泉
南
観
光
ス
ポ
ッ
ト
集
よ
り
引
用
）

泉南の
観光スポット

お
菊
山

　お
菊
松

（写真提供：新家班中野善史）
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職
群
と
し
て
は
「
施
設
管
理
群
」
に
な
り
ま

す
が
泉
南
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
通
称
あ
い

ぴ
あ
泉
南
）
に
二
人
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
就
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
い
ぴ
あ
泉
南
は
、
泉
南
市
の
地
域
福
祉
の

拠
点
施
設
で
あ
る
と
と
も
に
、
市
民
が
気
軽
に

交
流
や
、
い
こ
い
の
場
と
し
て
利
用
で
き
る
施

設
で
す
。

　
建
物
は
地
下
1
階
地
上
3
階
建
て
で
身
体
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
分
か
れ
て
3
つ
の
機
能

を
備
え
て
い
ま
す
。
館
内
に
は
、
ス
カ
イ
ウ
エ

ル
（
電
位
治
療
器
）
入
浴
施
設
、
囲
碁
将
棋

コ
ー
ナ
ー
等
々
が
あ
り
、
泉
南
市
に
お
住
い
の

60
歳
以
上
の
方
、
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
、
母
子
（
父
子
）
家
庭
の
方
で
利
用
証
を
提

示
す
れ
ば
自
由
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
的
に
管

理
者
主
催
の
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
・
各
種
ク
ラ
ブ

が
あ
り
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
以
外
に
も
貸
館
と
し
て
、
多
く
の
大
中

小
の
会
議
室
が
あ
り
、
講
演
会
や
研
修
会
、
い

ろ
い
ろ
な
会
議
な
ど
に
大
い
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
来
館
者
の
利
便
性
を
図
る
た

砂
川
班

　仲

　村

　
　
　学

私
の
仕
事
場

私
の
仕
事
場

め
、
「
さ
わ
や
か
バ
ス
」
の
停
留
所
や
無
料
の

駐
車
場
、
自
転
車
置
場
の
ほ
か
喫
茶
コ
ー
ナ
ー

や
大
型
テ
レ
ビ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
施
設
紹
介
は
こ
の
く
ら
い
に
し
て
、
私
の
仕

事
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
と
、
こ
の
施
設

は
指
定
管
理
者
と
し
て
「
国
際
ラ
イ
フ
パ
ー
ト

ナ
ー
株
式
会
社
」
が
泉
南
市
か
ら
受
託
し
て
お

り
、
そ
の
業
務
の
一
部
を
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
が
受
注
し
て
い
ま
す
。
休
館
日
を
除
く

毎
日
一
人
当
り
1
カ
月
に
14
日
〜
15
日
の
就
業

と
な
り
ま
す
。
朝
の
就
業
は
職
員
が
出
勤
す
る

前
7
時
30
分
か
ら
9
時
ま
で
で
、
ま
ず
門
扉
の

解
錠
、
開
館
準
備
と
し
て
機
械
警
備
解
除
、
照

明
や
空
調
な
ど
の
セ
ッ
ト
、
各
室
、
ト
イ
レ
や

周
囲
の
点
検
巡
回
を
行
い
、
夕
方
は
職
員
が
退

勤
す
る
前
の
4
時
45
分
か
ら
閉
館
後
の
6
時
30

分
ま
で
の
間
で
、
各
室
の
巡
回
点
検
の
中
で
、

消
灯
・
施
錠
の
確
認
を
行
っ
た
う
え
で
防
犯

セ
ッ
ト
し
、
最
終
閉
門
し
て
帰
り
ま
す
。
た
だ

し
、
夜
間
貸
館
が
あ
る
場
合
は
9
時
ま
で
の
就

業
と
な
り
ま
す
。

　
照
明
を
は
じ
め
各
設
備
の
セ
ッ
ト
や
解
除

は
、
基
本
的
に
は
中
央
操
作
盤
の
モ
ニ
タ
ー
で

行
っ
て
い
ま
す
が
、
手
順
を
間
違
わ
な
い
よ
う

注
意
が
必
要
で
す
。

　
部
屋
の
開
閉
や
巡
回
点
検
の
た
め
の
3
階
ま

で
の
上
り
下
り
は
、
利
用
者
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
使
い
ま
す
が
、
私
達
は
歩
き
と
な
り
ま
す
の

で
か
な
り
足
に
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
し
か
し

こ
れ
も
運
動
の
一
環
だ
と
思
っ
て
、
む
し
ろ
歓

迎
し
て
い
ま
す
。

　
来
館
者
に
気
持
ち
良
く
利
用
し
て
い
た
だ
く

こ
と
と
、
職
員
の
方
と
仲
良
く
す
る
こ
と
が
何

よ
り
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
幸
い
皆
さ

ん
と
て
も
や
さ
し
く
接
し
て
く
れ
ま
す
の
で
楽

し
く
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
身
体
の
あ
ち
こ
ち
疲
弊
し
て
く
る
と

思
い
ま
す
が
、
い
さ
さ
か
な
り
と
も
社
会
に
貢

献
し
て
い
る
と
の
自
負
を
持
ち
つ
つ
、
体
調
管

理
に
配
意
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
最
後
に
宣
伝
に
な
り
ま
す
が
、
シ
ル
バ
ー
会

員
の
皆
さ
ん
、
あ
い
ぴ
あ
泉
南
は
十
分
な
コ
ロ

ナ
対
策
を
講
じ
て
お
り
、
安
心
・
安
全
に
利
用

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
活
用
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　
多
く
の
出
合
い
が
あ
り
、
思
い
が
け
ず
気
の

合
う
素
晴
ら
し
い
お
友
達
が
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？

　
近
年
、
全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

事
故
発
生
件
数
が
増
加
傾
向
に
、
傷
害
事
故
に

つ
い
て
は
死
亡
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
泉
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
改
め
て
安
全
の
重
要

性
を
考
え
、
更
な
る
安
全
意
識
の
向
上
、
日
ご

ろ
の
取
り
組
み
の
定
着
を
図
る
た
め
、
安
全
標

語
を
募
集
し
ま
す
。

安
全
標
語
募
集

令和 4 年 7 月 第62号シルバーせんなん

－ 7 －
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
年
に
2
回
の
予

定
で
会
報
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
次
の
よ
う
な
内
容

の
原
稿
を
〔
原
稿
用
紙
（
4
0
0
字
詰
）
1
〜
2
枚

程
度
で
〕
お
寄
せ
く
だ
い
。

①
会
員
と
し
て
、
働
く
喜
び
、
生
き
が
い
等
の
自
己

　
体
験
等

②
随
筆
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
等

③
趣
味
の
作
品
等

原
稿
の
締
め
切
り
日
　
令
和
4
年
10
月
末
日

又
、「
シ
ル
バ
ー
せ
ん
な
ん
」に
望
む
声
を
事
務
所
ま

で
お
寄
せ
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
補
助
員
講
習

　
日
時
　
令
和
4
年
10
月

　
受
講
対
象
者
　
泉
南
市
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

　
会
場
　
泉
南
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
「
あ
い
ぴ
あ
泉
南
」

　
定
員
　
10
名

詳
細
は
事
務
局
ま
で

会
員
の
原
稿
募
集

令
和
4
年
度
高
齢
者

活
躍
人
材
確
保
育
成
事
業
技
能
講
習

配
分
金
支
払
日

6
　月
　分

8
月
1
日（
月
）

7
　月
　分

9
月
1
日（
木
）

8
　月
　分

10
月
3
日（
月
）

9
　月
　分

11
月
1
日（
火
）

10
　月
　分

12
月
1
日（
木
）

11
　月
　分

1
月
4
日（
水
）

　
泉
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
第
12

回
定
時
総
会
も
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策

に
伴
い
26
名
の
出
席
者
で
新
役
員
の
方
も

決
ま
り
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　
会
員
数
4
2
4
名
で
、
約
60
％
の
方
が

就
業
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の
皆
様
の
安

心
安
全
を
願
い
安
全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン
募

集
を
し
て
い
ま
す
。

　
ク
ラ
ブ
活
動
で
は
ゴ
ル
フ
同
好
会
、
ハ

イ
キ
ン
グ
同
好
会
等
に
参
加
者
多
数
で

す
。
新
規
同
好
会
も
歓
迎
し
ま
す
。

　
蒸
し
暑
く
な
る
、
こ
れ
か
ら
の
時
季
、

屋
外
で
の
マ
ス
ク
着
用
義
務
が
無
く
な

り
、
熱
中
症
対
策
の
助
け
に
な
り
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
終
息
の
見
通
し
が
、
つ
か
な

い
上
、
新
た
な
感
染
症
も
発
生
し
、
混
沌

と
し
た
世
の
中
で
す
が
、
皆
様
が
健
康
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
。

編
集
部
　
大
導
寺

編 

集 

後 

記

軽 作 業

施 設 管 理
事 務
園 芸
修 理 ・ 修 繕

家事・福祉サービス

清掃・除草・ビラ配り・空家管理
各種屋内、屋外作業・その他軽作業
公園、テニスコート、駐輪場・カート回収等の管理
一般事務・宛名書き・毛筆賞状書き
庭木の剪定・施肥・庭の清掃
トタン・波板の張り替え・その他小修理
家事手伝い・食事の仕度・その他家事サービス
老人介護補助・病人看護補助

◇お気軽にお電話を◇

★臨時的・短期的な仕事は〈シルバー人材センター〉にご相談下さい．
TEL（072）483-8661


